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 Shokuko News
　　かぼちゃあんぱん、製造再開！
かぼちゃあんぱん、再開いたしました。
早速、ご好評いただいております。
今年はかぼちゃの出来が良かったと見えて、あんのおいしさ
がまた格別です。
ご注文、お待ちしております。
　パン生地もあんも、会津のべこの乳使ってます！

かぼちゃあんぱん　１個　２００円　
※かぼちゃあんぱんは、賞味期間が短くなっています。
　お買い上げ後は、お早めにお召し上がりください。

　　トマト丸も再開！
お待たせしました！
ドライトマトが出来、オリーブ油への漬け込みも一ヶ月が過ぎ、
やっとトマト丸を焼くことが出来ます。
今年は夏の少雨で、トマトの味が濃厚です。
ドライトマトになって尚更です。
トマト丸も、一層風味豊かになっています。
なお今シーズンはトマトの入荷が少なかったため、トマト丸も
早めに終わってしまうかも知れません。

トマト丸　１個　３００円

トマト丸再開の間、たまねぎパンをお休みします。
ご了承ください。

　　毎度お世話になっております。
本当に暑くて乾いて、どうにもならなかった今年の夏もいつの
間にか過ぎて、このところすっかり涼しくなりました。
畑では、白菜と大根がたくましく育っています。
そしてこの夏をどうにか乗り越えたさつま芋、このあとの芋掘り
が楽しみです。
さてさて、季節は変って食欲の秋。
何でもおいしく感じられるこの季節ですが、健康のためにも満
足のためにも、量よりも質と心がけたいものです。
食工房は、皆さまの健康と食生活の満足に寄与する仕事がし
たいと、いつももそのことを第一に考えて来ました。
しかし、昨年の原発事故によって、その土台が大きく揺らいで
しまいました。
あれから一年半余りが過ぎて、環境放射線量もずい分低くな
りました。
検査体制も十分整った中、農産物の検査結果もほとんどが不
検出という状況になっています。
沼の平のライ麦と小麦の検査結果が不検出であったことは、
この前の号でもご報告いたしました。
食工房の製品については、これまで通り、ご心配をかけること
はないと自負しております。
どうぞ今後ともご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

会津若松市内・戸別配達

今月は、１０月２６日（金）です。
ご注文金額にかかわりなく、一軒一軒戸別に配達に回ります。
ご注文は、２日前の午前中にお願いいたします。

　　シュトレンのご予約・受付開始
クリスマスはまだまだ先のことで、気が早いと思われるかも知
れませんが、シュトレンのご予約の受け付けを開始いたします。
昨年はバターの不足で、予定量が製造出来るか危ういとろで
したから、今年はご予約も早めにいただいて数量を把握して置
きたいのです。
業界では、相変わらずバターは不足気味のようです。
そのようなわけで、お早目のご予約どうぞよろしくお願いいた
します。
なお、価格は据え置きです。

食工房・シュトレン　１個　２７００円
1/2カット　１ ５００円

+１００円にて、オリジナルギフトパッケージになります。

今年も、数量限定250本です。

　　「百姓市」 開催中！
７月より続けて開催中です。
秋を迎えて、 野菜の種類も変化して来ています。
いろいろ種類も豊富になっています。
そしてコーヒー１杯サービス中。
出店者一同、 皆さまのお出でを心よりお待ちしております。

百姓市は、 １０月いっぱいで終了となります。

１０月２８日は、 収穫祭を予定しています。

今シーズンのご愛顧に感謝して、 百姓市の収穫祭を開催し、
皆さまとともに楽しみたいと思います。
手打ちそば、 カレー、 お餅つきなど、 沢山召し上がっていた
だきます。
どうぞお楽しみに。



　　編集後記
今回もまた追い詰められてしまいました。
まあでも、仕方ありませんね。
別に、さぼっているわけではないのですが、何しろ忙しいので
す。
自営業って、本当に忙しい仕事ですね。
中でも製造業は、今の時代最も忙しい職種だと思います。
コツコツ良い製品を造っていれば売れたのは昔々の話し、今
は営業という仕事も同時にこなさなければなりません。
為すべきこと山の如く、全くキリがありません。
しかし実を申せば私、そうやっていろいろなことが出来るのが
楽しみで「自営業」、だったはずです。
だから、毛頭文句を言うつもりはありません。
ただもう少し、丁寧で気配りの行き届いた仕事が出来たらい
いのにと思うことが、しばしばあるのです。
難しいことですが、「がんばります。」と決意のほどを表明してお
きます。
今後とも、よろしくお願いいたします。
それではどちらさまもお元気でお過ごしください。

（みきお）

　通販のご注文、お待ちしています。
通販ご利用のお客さま、いつもお世話になっております。
おかげさまで、何とかやっております。
秋になって涼しくなり、皆さまの食欲も回復して来たのでしょう
か、ポツポツと久しぶりのお顔を拝見するようになりました。
通販のご注文も、回復して来るといいのですが・・・。
何と言っても、福島県のイメージは、もう最低ですから。
でも冒頭にも申し上げましたが、食工房の製品に関しては、ご
心配をかけるようなリスクは無いと思っていますので、あとは皆
さまのご判断にお任せいたします。
ご理解いただける範囲で結構ですので、お付き合いいただけ
れば幸いです。

　送料のご負担などについて

ご注文金額５０００円以上で、送料が半額になります。
８０００円以上で、送料無料です。
また、代金引き換え払いサービスもご利用いただけます。
代引き手数料として、３００円ご負担ください。
（郵便局が遠い方、平日に郵便局にお出でになれない方、便利です。）

    食工房の現場から　　　スタッフ　宮下

2012年の百姓市は今月まで！

７月のグランドオープンから早３ヶ月…。
２０１２年度の百姓市はあと数回を残すのみとなりました。あっ
と言うまですね～。
７月は涼しいと思っていたら、８月は猛暑…。
９月は残暑が厳しいと思っていたら、９月の後半はガクッと涼
しい、というか、肌寒く…。
台風が来るとか来ないとか…、と天気に翻弄されてますが、百
姓市は休まず営業しております。
お野菜ブースも夏野菜から、栗やサツマイモなどの秋の恵み
が並んできてます。
食工房からは去年好評だった、みずみずしくて甘～い梨が再
登場しております。
10月は山都の山々も徐々に紅葉していき、風情ある景観が楽
しめるかと思いますので、ドライブがてらにお越しの際は、是
非、コーヒーを飲みに立ち寄ってくださいね。
お会いできるのを楽しみにしております！

今月の一言：10月28日の収穫祭をお忘れなく！
  
 

コーヒーの部屋

　　酸味のおいしいコーヒーは・・・
コーヒーの風味を決定づける要素はいくつかあるのですが、
決定的なのは、苦味と酸味と甘味の三つです。
その中で酸味は、口当たりの軟らかさや味わいの深さに関わ
る重要な働きをします。
もし、コーヒーの味から酸味を取り去ってしまったとしたら、麦
茶の濃いものと大差ない、コーヒーの風味のほとんどが失な
われたものになるでしょう。
そしてその酸味の質が、各銘柄によってずい分と違うのです。
結論から言えば、酸味のおいしいコーヒーは、即ちおいしいコ
ーヒーということになります。
食工房テイストの基本の一つ、それは酸味の心地良さです。
フルーティーで軽やかな酸味もいいですし、後味にしっかり残
る深みのある酸味も、またいいものです。
前者ならモカ・イルガチェフェを、後者ならケニヤ・イーガーズを
挙げますね。
もちろんそれ以外の銘柄も、心地よい酸味を備えています。
コーヒーの酸味、今一度興味を持っていただければと思って
います。
そして今一つ気になるのは甘味、それについてはまたの機会
に・・・。

今月のおすすめ

ケニヤ産　イーガーズ　utz有機認証

６５０円/１００ｇ　

１００ｇより計り売りいたします。

　お問合せとご注文は・・・
        ＴＥＬ ０２４１‐３８‐３１０２               

FAXは、専用番号へお願いします。

         食工房へのＦＡＸは　０２４１‐３８‐３１０４               

電子メールでのお問い合わせ、ご注文は、mikke@shokuko.com
〒969-4107

　　福島県 喜多方市 山都町 大字相川 字高野 甲413-3
天然酵母パンと焼き菓子の店　食工房

営業時間　11:00～18:00　定休日　火、水
     食工房のホームページ

           URL http://shokuko.com
     ブログ　「飯豊の空の下から・・・」

           URL http://pub.ne.jp/IIDE/


